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６月１１日、高千穂小学校５年生の子どもたちが、高千穂町三田井の藤本國光さん所有の

水田で田植えを体験しました。

この体験は、高千穂小学校と水土里ネット高千穂（高千穂土地改良区）が連携して、平成
み ど り

２０年度から農業用水などの理解促進を目的とした「農業用水水源地域保全対策事業」の一

環として行われています。

子どもたちは、泥の感触を楽しみながら熱心に田植えに取り組み、田植え作業が終わった

後には疑問に思ったことを積極的に質問するなど、農業に対する理解を一層深めていました。

田植え方法を教わります 疑問に思ったことを質問
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杉村実耶(鞍岡中)

野鳥保護の推進と愛鳥思想の普及啓発を図るため、愛鳥週間行事の一環として毎年、愛鳥作
品コンクールを実施しています。今年度はポスター３０点、書１０点の出品があり小・中学校
別でポスター・書のそれぞれ金賞、銀賞、銅賞が選ばれました。

今回の地区審査で金賞・銀賞の作品については７月に行われる県の審査会に出品し、作品は
８月上旬から中旬にかけて宮崎県立図書館に展示される予定です。

また、県の審査において、ポスターの部で金賞・銀賞に選ばれた作品は(財)日本鳥類保護連
盟が実施している「愛鳥週間用ポスター原画コンクール」に推薦されます。

※敬称省略します。

【小学生の部 金賞】 【中学生の部 金賞】

【小学生の部 銀賞】

【中学生の部 銀賞】

【小学生の部 銅賞】

【中学生の部 銅賞】

平成２２年度愛鳥作品コンクール西臼杵地区審査会を行いました。

岡田千鶴(坂本小) 佐々木真冬(押方小) 河内楓花(田原小) 後藤みのり(田原小)

佐伯真愛(三ヶ所中) 甲斐広子(五ヶ瀬中等学校) 大田万里矢(五ヶ瀬中等学校)

岸本真依(三ヶ所小) 佐伯幸次郎(上組小) 甲斐智己(高巣野小) 川久保知亜里(田原小)

中川圭斗(鞍岡中) 小迫夕子(三ヶ所中) 宮崎賀子(三ヶ所中) 甲斐渚(三ヶ所中) 瀧口沙耶(三ヶ所中) 佐伯真愛(三ヶ所中)

本田雄飛(坂本小) 飯干裕子(鞍岡中)佐藤裕斗(高千穂小) 山下翠(五ヶ瀬中等学校)
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高千穂峡安全対策連絡会議
６月１７日、高千穂

町企画観光課が事務局
となり高千穂峡安全対
策連絡会議が設置され
ました。

高千穂峡は、県内最
大の観光地であり、今
後、倒木・落石事故を
起こさないために、高
千穂町及び支庁の関係
課で連携を取り合いな
がら、安全対策を図っ
ていこうというもので
す。会議の後、現地確
認も実施しました。

ロ ッ ク ク ラ イ ミ ン グ マ シ ー ン 稼 働
高千穂峡では、平成２０年６月に高さ約３０ｍ、幅約３０ｍにわたって遊歩道が埋まる

大規模な崖崩れが発生しました。
対策工事の一環として、不安定な岩塊を安全に除去する目的で「ロッククライミングマ

シーン」という全国で数台の建設機械を６月７日に搬入して作業を行いました。
垂直に近い斜面を遠隔操作によって、２個のウインチで巧みに移動しながら１５日まで

に無事作業を完了しました。

土 砂 災 害 防 止 教 室 を 実 施
６月は土砂災害防止月間となっており、児童の防災意識を育てるため日之影小学校（５

月２７日）、田原小学校（６月１８日）、坂本小学校（６月２２日）でそれぞれ土砂災害防
止教室を実施しました。職員の話に、みんな熱心に耳を傾けてくれました。

「日頃の備え」と「早めの避難」を心掛けましょう。

岩塊除去の瞬間ロッククライミングマシーン作業状況

日之影町立日之影小学校 五ヶ瀬町立坂本小学校 高千穂町立田原小学校

災害危険箇所点検
６月１７日に日之影町、６月２３日に高

千穂町の災害危険箇所点検が行われました。
ここのところ５年に１度大きな災害が来

ると言われており、災害が発生する前の早
期避難の重要性と、発生してしまった場合
の対応について、町、消防団、高千穂警察
署、支庁各課で確認し合いました。

ロッククライミングマシーン近景

高千穂峡の現地を確認

工事のため一部通行止め 高千穂町の危険箇所確認日之影町の危険箇所確認
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温かいご支援ありがとうございます。
先日、高千穂酒造(株)様から５０万円、高千穂

酒造(株)社員一同様から１０万円、高千穂地区建
設業協会様から３０万円、国見ヶ丘病院・神楽
苑有志一同様から１０余万円、高千穂町立病院
看護部会様から１０万円、神社庁高千穂支部様
から２０万円、(株)工藤興業様から１００万円、
(株)一条産業様から２０万円の義援金をお預かり
しました。

西臼杵支庁でお預かりした義援金は、合計で
4,669,638円となりました（６月３０日現在）。

この場をお借りして、深く感謝申し上げます。

◎お問い合わせ先
宮崎県 西臼杵支庁 総務課

TEL 0982(72)2181 FAX 0982(72)3760
URLhttp://www.pref.miyazaki.lg.jp/contents/org/
chiiki/shityoson/nishiusuki_shityo/index.html

＊西臼杵支庁の業務等について、ご意見、ご要望など

ありましたら下記までご連絡ください。

編集後記
県内の口蹄疫との闘いは続いています。
今回の口蹄疫被害は、畜産農家のみならず、県

内の産業界全体に大打撃を与えました。これから
宮崎が元の姿に戻るまでには、もうしばらく時間
がかかりそうです。

県民総力戦。今回ほど、この言葉を深く心に刻
み、実行に移すために何をなすべきかを各々が真
剣に考えるときはないと思います。支庁でも全員
ががんばろう宮崎！の名札を胸に、一丸となって
がんばっています。立ち上がれ宮崎！！(桃)

今回は、日之影町に“地域おこし協力隊”として横浜市から来た井手悠哉さんと、“集落支援員”
として千葉県市川市から来た岡田原史さんをご紹介します。

井手さんは、立教大学現代心理学部映像身体 岡田さんは、東京農業大学地域環境学部生産環
学科を今春卒業したばかりです。理解できる範 境工学科卒業後、農業を実際にやってみたいとい
囲で言えば、創作ダンスを通じた心身の表現方 う夢がふくらんできて、昨年“緑のふるさと協力
法を学んだダンサーです。 隊”に応募したそうです。

ではなぜ、日之影で地域おこしか・・・。 実は、長野や新潟など寒い地方を希望していた
彼は、型にはまった就職活動を敬遠し、自然 ようですが、地球緑化センターのマッチングの結

に接することのできる何かを探していたとこ 果、九州のど真ん中、日之影町に来てしまったら
ろ、総務省の地域おこし協力隊募集地域の中に、 しいです。
日之影町を見つけ申し込んだとのこと。 半年ほど経過したときに、この“集落支援員”

実は、この３月に家族旅行で阿蘇～高千穂～ の話を聞き、そのまま日之影町に残る決心をした
竹田を訪れ、高千穂の開けた田園風景と、お彼 とのこと。すでに、１年間活動してきた岡田さん
岸に家族でお墓参りをしておはぎをほおばって は、地域の中にすでに知り合いも多く、溶け込ん
いる様子がとても印象に残っていたらしいで でいます。
す。 岡田さんのこれからの仕事は、籾木尾地区、見

井手さんのこれからの仕事は、①集落を回っ 立仲組地区、追川地区を中心に回り、集落の人や
て手伝いをしながら、地域の資源を見つけそれ 生活の様子、土地・田畑の状況、水道、消防など
を磨き、活かす方法を考えること、②１０月に の現状を知ることで、これからの方向性を地域の
立ち上げを目指すＮＰＯ法人観光交流協会（仮 方々と協議していくこと です。
称）の準備をすること です。 成果を出すまで２～３年はがんばりたいと話し

彼を見かけたら、気軽に声かけし、「ダンス てくれました。趣味は山登りやキャンプとのこと
踊って」と言ってみてください。きっと目の前 で、あくまでアウトドア派です。是非、「一緒に」
で新たな世界を表現してくれるはず・・・。 と誘ってみてください。

取材日記 「日之影町に舞い降りた天使？！」

これからの仕事にわくわくの井手さん さっそく田植えを手伝いお姉様方に囲まれる岡田さん

西臼杵郡雇用拡大協議会総会
６月２４日、西臼杵郡雇

用拡大協議会の総会が開催
されました。

同協議会では、昨年雇用
拡大、人材育成の講座等を
実施するとともに、農林産

物加工品開発・販促、着地型観光の展開、空き店舗
活用事業を実施しました。今年度はさらにこれを
パワーアップさせていくとの報告がなされました。

総会の様子




